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9. Mαlignant Lymphomaの放射線治療に関する統計
的観察
小沢弘惰
千大放射線科における 1958，.._1966年の聞に悪性リン
パ腫の診断のもとに治療を受けた患者は 110名で，男 67
名，女 43名。組織学的分頻によれば，細網肉腫が最も
多く 68名，次いで，ホジキン民病 20名，リンパ肉腫 19
名，その他 3名であり，外国報告例と比較して，細網肉
腫の多いのが特徴的である。臨床進度は山下，金田等に
従った。千大では，第 I期-23名，第 I期-24名，第
四期-62名で進行した症例が多くみられた。次に， 1958 
，.._1962年の 5年聞について，その 5年生存率を調べてみ
ると，第 I期-54.5%，第I期ー13.6%，第11期では生
存者はなかった。すなわち，第I，第11期では充分な治
療成績が得られなかった。最後に， 5年生存を得たー症
例について報告した。 
10. Rat再生肝の核酸代謝に関する研究
碓井貞仁
合成麻薬 Levorphanolを用いて， Rat再生肝におけ
る合成の研究を行なった。
肝の Median及び Laterallobesを切除し， 13時間
後に，残りの肝をとり出して，これを再生肝として用い
た。新しく合成される RNAを標識するために， 32p 0.5 
mg/ratを屠殺前 120分に，静脈内注射，また陥害をみ
るために， Levo. 0.2mgjratを， 32p注射前 30分に，
腹腔内に注射。
とり出した肝より， SDS-フェノー Jレ法にて核小体，
40，.10を抽出し，これをRNA細胞質のクロマチン，
%庶糖密度勾配上で， 39，000回転， 6時間遠心して，そ
の吸光度及び，放射能のパターンを調べた。① 10分後
に核小体的 SRNAにとりこまれた放射能は，時間と
ともに， 35S，28Sと移行し， 2時間後に，細胞質に現
われる。② Levoは，細胞質のリボソーム RNA(185，385) 
の合成を阻害し， 4Sには関係しない。③大量の Levo
を投与すると吸光度のパターンの乱れがみられる。
以上のことが実験成績より証明された。 
11. 臓器移植におけるヒ卜 Tー グロプリン免疫抗体の
利用について
木内政寛
腎移植後の流血中抗体の検出法として，家兎腎を使用
するタ{ムス消費試験を行なって見たところ，拒絶反応
の時期にある腎移植患者血清ではクームス血清の消費が
著しく，流血中に腎臓と反応する抗体が増加しているこ
とを示唆する成績を得たので，今後さらにこの方法の検
討を重ねるが，今回はこの試験に使用するクームス血清
の作製についての吟味を行なった。
人血清中の異種血球凝集素を家兎血球に吸着せしめた
ものを抗原とし，家兎を免疫して得た血清について検討
したが，クームス血清としての力価は 2048倍でかなり
高いものであり，クームス血清作製法としてすぐれたも
のであることを知った。免疫電気泳動の成績では，主に 
7・G グロプリンに対応する抗体であり，吸収によってグ
トG ロプリンのみとすることが可能であった。 
12. 腸の良性および悪性腫療における基質に関する研
報)1究(第
小池良夫
千葉大学滝沢教授の提唱する癌のいわゆる Mesen四 
chymodystrophieおよび Mesenchymolyseの概念の
確立について，更に検索を重ねた。
前回同様，剖検例を用い，単純増殖性腸ポリ{プ 5例
を加えて 27例，異型増殖性腸ポリ{プ3例， 腸癌4例
を加えて 14例の合計 44例について，ヘマトキシリン・
エオ汐ン染色の他に各種の特殊染色を行なった。
ワン・ギーソン染色では癌実質に接する謬原線維は染
色性が乏しく不規則に赤染し，融解が見られ，アザン・
マロリー染色では癌実質に接する謬原線維はアニリン青
に対する染色性を失い，その断裂，融解が見られる。 
PAS反応では癌実質に接する謬原線維の反応は不規則
に減少している。鍍銀染色では癌実質に接する細かい噌
銀線維は消失し，太いは善銀線維に断裂，崩壊が認められ
る。川村・矢崎氏コロイドズダン脂肪染色では癌実質に
接する間葉性細胞の原形質内には大小不規則な脂肪小滴
が認められる。 
13. 特発性食道拡張症の成因に関する基礎的研究
とくに視床下部破壊菌の食道運動について
原輝彦
特発性飯道拡張症と中枢神経系との関連を追求するた
めに，猫 39匹を使い両側 Hvm(Nudl.Ventro-medi-
alis hypothalami)を通電破壊した。破壊後 7日以上生
存し， nJ吐・首振り運動及び食道X線像の変化を示し
たものを成功例とし対照例と比較対照した。成功例は 3
例で，食道X線像は食道壁の緊張弱く食道下部・噴門
部が紡錘状を呈し入口部に撃縮像がみられた。食道内圧
曲線は水負荷により内圧変化を示さず，食道筋電図も水
負荷により burstが消失し全く atonieの状態を示し
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た。更に食道の Hx・E染色では Auerbach神経叢にい
わゆる硬化像が認められたが節細胞自体にはほとんど変
化が認められなかった。脳の連続切片では成功例はすべ
て両側 Hvmを破壊していたが，不成功例では何れも 
Hvmをはずれていた。尚 10%石炭酸注入による破壊
は全て不成功であった。 
14. 抗リンパ球抗体の精製
深尾立
抗犬リンパ球馬血清の有効成分の分離精製を試みた。
中村の方法に従い， DEAEセルロースカラムクロマト
グラフィーと，澱粉ブロックゾーン電気泳動法を組み合
せた方法で，免疫電気泳動，セパラックス電気泳動，超
遠心分析法にて，純度の高い r-G グロプリンと，r-A グ
ロプリンを得た。抗体活性の測定にはリンパ球凝集反応
を用いたが，疑集を起すに必要な最少窒素量は，r-Gで 
0.21 r，r-Aで 25.0rであり，r-Gは r-Aより 125倍の
効果を持っていることより，r-Aにはほとんど活性が無
いと云ってもよい。この方法は繁雑であるので，実用的
であると思われるエタノーノレ分画を Deutschの方法に
従い試みたが，相当に純度の高い r-G を割合によい収
量で得ることが出来，充分，実用にたえる方法であると
思われる。叉， ここでも抗体活性は r-G の量に比例す
るようであった。リンパ球凝集反応は実際の移植免疫抑
制効果と必ずしも一致しないといわれるので，今後更に
研究を進めたい。 
15. 131CSによる甲状腺スキャン
万本盛三，大森忠昭，内山 暁
最近開発された山Csを用い，腫蕩の良性，悪性を鑑
別する目的で，各種，腫虜スキャンを行なった。甲状腺
癌 1例，乳癌 2例，縦隔腫湯2例，上顎癌 l例，皮膚癌 
2例， 肝癌 l例， 計 19例の悪性腫、虜に用い，そのうち 
17例，約 90%の高い陽性率を得た。
更に甲状腺腫の良性悪性を鑑別するために，組織診断
が確定している悪性 1例，良性6例の計 17例について 
131CSの陽性率を検討してみると悪性例， 1例例中 9例，
約 82%の陽性率となっているが，陰性のものは 2例と
も再発例でその理由は血流が少ないためと考えられた。
また良性例においては 6例中 5例，約 82%の陰性率と 
なっている。この場合の陽性率はリンパ管腫の合併が認 
められたが，それが原因かどうかは不明である。
今後更に多くの腫療に応用し， 131Cs による腫療の良
性悪性の鑑別方法の分野を確立していく予定である。
16. 特発性食道拡張症の成因に関する基礎的研究
とくに PMP投与犬の食道運動について
金城和夫
抗コリンエステラーゼ剤である phthalimidomethy1 
0.0 dimethyl phosphordithioate (PMP)を長期間犬に
投与して特発性食道拡張症様病像が出現可能であるかど
うかにつき実験を行なった結果，ほぼ満足で、きる成績を
得たので報告した。雑種成犬 18頭を 5群にわけ体重 kg
当りそれぞれ 0.5mg，10 mg，20mg，25 mg，50mgの 
PMPを隔日に後肢瞥筋内に注射した。体重 kg当りの
投与量が増せば幅吐発現日は早くなり早く死亡する傾向
を認めた。 X線透視では一般に噴門部通過障害に先立
ち，下部食道の拡張が現われる傾向があった。その他食
道電気内圧曲線，食道筋電図などを行なった結果 18頭
中8頭に本症様病像を見出した。なお最近になって，植
込電極法による食道筋電図にかわって，新らしく管内誘
導法による食道筋電図記録法を工夫して効果をあげてい
るので，この方法について紹介し，本法による成績を報
告した。 
17. 管内誘遵法食道筋電図に関する研究
黄江庭
管内誘導法食道筋電図を記録し，おもに正常例のパタ
ーンと二，三の薬物負荷による影響を検索し，更に特発
性食道拡張症の波型を検討した。記録方法は鼻腔ゾンデ
を三カ所で屈曲できる様にけん引糸を通し，その屈曲の
頂点、に極間距難 1cmの環状白金電極を装着し，これよ
りリード線を通した。この誘導管を被検者の口腔より食
道内に挿入し， X線透視下で電極の部位を確め，けん引
糸をけん引することによって，電極を上，中，下部食道
の内腔に密着せしめ， リード線を入力箱に接合し，生体
用四素子増幅器にて食道筋電図三点、において同時に記録
し得た。あわせて喉頭筋電図を採取した。 Atropin0.5 
mg投与では変化はみられず， Buscopon，Valpinと 
Ephedrine投与では 15分から 20分後に抑制効果が現
われた。特発性食道拡張症の 1例では発現時聞が同期し
持続時聞が上中下部食道とも同じで， Burstと Spike
の振幅の著明な減少を認めた。
18. 人工透析時の心電図の検討

三井 静

昭和 41年 1月以来末期の慢性腎不全患者及び急性腎
不全患者に対して，血液透析を 1例，腹膜濯流を 7例
経験した。これらの患者は心電図上異常を認める場合が
